用紙はA４版で縦置きとします。余白設定は上50mm，左・右を15mm，下を40mmとします。この文書は原稿の指定書式にしたがって作成されていますので，文章だけを置き換えれば原稿として使うことができます。

本文には明朝系10.5ポイント程度の文字を使用してください。30行以内が目安です。
講演タイトルや著者情報は含めず，本文から書き始めてください。
【背景および目的】
【材料および方法】
【結果および考察】
上記のように見出しを掲げ（必ずしもこのとおりでなくてかまいません），要点をわかりやすく記載してください。

　生物の和名はカタカナで表記し，学名はItalicのように斜体（ I ）を指定します。

　除草剤名は化学名または一般名（略称名）で示し，商品名は使用しないでください。コードナンバー（試験名）を用いる場合は，化学名または一般名の次に（  ）に入れて記載してください。

　その他，用語および数量の単位等については日本雑草学会和文誌『雑草研究』の執筆要領を，全体の体裁などについては昨年の講演要旨集を参考にしてください。
【図表の貼り付け】
　必要に応じて，講演要旨内に図表を配置していただいてもけっこうですが，余白部分にはみださないように注意してください。図表中に含まれる文字や記号が小さくなりすぎないよう，また線が細くなりすぎないよう，配慮してください。

　図表の番号は図１，表１・・・ではなく第１図，第１表・・・のようにしてください。写真も図として番号をつけます。表のタイトルは表の上に，図のタイトルと説明文は図の下に置きます。
　他のソフトで作成した表を貼り付けるときは，形式を「図」としてペーストすることはしないでください。印刷品質が著しく低下します。

　貼り付ける写真や図はあらかじめ白黒（グレースケール）にしてください。カラーのままではどのように印刷されるか確認できません。

　以上，書式等が上記留意事項から大幅に逸脱している場合は原稿の書き直しをお願いすることがありますので，よくご確認ください。
